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20～30歳代の若い女性の子宮頸がんが増加して
います。
子宮頸がんは、初期のうちはほとんど自覚症状が
ありません。しかし健診でがんになる前に発見す
れば、ほぼ100％予防することができます。ま
た、ワクチン接種の有効性も確認されています。
予防や早期発見のために、若いうちから定期的に
日航健保や自治体の健診を受けましょう。
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上の被保険者・被扶養
配偶者に対して婦人科
健診の一部費用補助を
行っています。ぜひ健診
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婦人科健診で
行う検査 塗抹細胞診

子宮頸部や膣の表面から、綿棒やブラシ、
ヘラなどで細胞をやさしくこすり取る方法。
採取した細胞に異常がないか、顕微鏡下で
調べます。

がんが
疑われるとき

コルポ診
コルポスコープという拡大鏡のような器具で
子宮頸部の粘膜表面を拡大し、細かい部分
を観察。生検用に組織も採取します。

生検 子宮頸部から組織をとり、標本をつくって顕
微鏡でがん細胞がないかどうかを調べます。

子宮頸がん検査の種類

H
P
V

そ
よ
お
、
で
中
の
人
た
し
染
感
に

10
人長

が
染
感
に
ず
き
で
除
排
を
ス
ル
イ
ウ
が
人
１
に

宮
子
、
合
場
の
そ
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
す
化
期

あ
が
と
こ
す
こ
起
を
化
変
な
常
異
に
胞
細
の
部
頸

異
。
す
ま
い
い
と
」
成
形
異
「を
階
段
の
こ
、
り

ウ
ば
れ
あ
で
常
正
が
力
疫
免
、
も
で
階
段
の
成
形

り
治
に
然
自
が
ど
ん
と
ほ
、
れ
さ
除
排
が
ス
ル
イ

感
に
ず
れ
さ
除
排
が
ス
ル
イ
ウ
が
ろ
こ
と
。
す
ま

ば
れ
す
見
発
で
階
段
の」
成
形
異
「

す
ま
げ
防
を
症
発
の
ん
が

る
す
行
進
が
度
程
の
成
形
異
、
と
る
す
続
継
が
染

。
す
ま
り
あ
が
と
こ

し
癒
治
然
自
、
と
る
な
く
重
が
度
程
の
成
形
異

。
す
ま
り
な
く
く
に

H
P
V

人
る
い
て
し
染
感
に

中
に
内
以
年
３
が
人
１
に
人
５
そ
よ
お
、
で
中
の

い
て
れ
わ
言
と
る
す
行
進
に
成
形
異
の
上
以
度
等

な
に
成
形
異
の
上
以
度
等
中
、
に
的
般
一
。
す
ま

程
の
成
形
異
。
す
ま
り
な
に
象
対
の
療
治
、
と
る

子
て
し
行
進
が
変
病
、
と
る
す
置
放
間
期
長
に
ず

。
す
ま
り
ま
高
が
れ
そ
お
る
な
に
ん
が
頸
宮

H
P
V

体
で
と
こ
る
す
種
接
、
は
ン
チ
ク
ワ
の

う
い
と
る
す
防
予
を
染
感
、
り
く
つ
を
体
抗
に
内

ワ
る
い
て
れ
さ
売
販
で
内
国
、
在
現
。
す
で
の
も

ん
が
頸
宮
子
も
れ
ず
い
、
り
あ
類
種
２
は
ン
チ
ク

る
な
と
因
原
の

H
P
V
15

類
種
２
、
ち
う
の
類
種

約
の
ん
が
頸
宮
子
の
人
本
日
（染
感
の

60

よ
に）
％

高
て
し
対
に
変
病
ん
が
前
の
そ
や
ん
が
頸
宮
子
る

。
す
ま
い
て
れ
さ
と
る
あ
が
果
効
防
予
い

種
接
に
前
る
す
験
体
を
渉
交
性
、
は
ン
チ
ク
ワ

、
れ
さ
と
的
率
効
も
最
が
と
こ
る
す

11

14

で
歳

効
の
ン
チ
ク
ワ
。
す
ま
い
て
れ
さ
奨
推
が
種
接
の

さ
認
確
が
と
こ
い
高
も
で
代
年
の
降
以
れ
そ
は
果

は
に
防
予
の
ん
が
頸
宮
子

す
で
効
有
が
ン
チ
ク
ワ

。
す
ま
い
て
れ

合
い
問
お
に
体
治
自
の
い
ま
住
お
、
で
の
す
ま
い

。
い
さ
だ
く
せ

子宮頸がん検査は非常に有効で、進
行がんを防ぎ、死亡を減らす効果が
証明されています。多くの先進国で
は子宮頸部の細胞診による検査が行
われており、アメリカでは、18歳
以上の女性の80％が過去3年以内
に1回以上の検査を受けています。
一方、日本では過去1年以内に検査
を受けた女性は25％程度に留まっ
ています。

子宮頸がん検査は
効果が証明されています

子宮と周囲の臓器

子宮頸がん　年齢別発生率の変化

正常な細胞

約10％が感染
したまま

がん化した細胞

HPVに感染

感染が長期化す
ると、異形成を
引き起こす

さらに一部は細
胞の変化が強く
なる（高度異形成）

この段階で発見・治療すれば
がんが防げます

卵管

卵巣子宮体部
子宮頸部

外子宮口

膣
ちつ

60

50

40

30

20

10

0

2005年

（人口10万対）

1985年

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85～（歳）


